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新紙幣発行に思う 
 
 新しい紙幣が発行され、手にすることが多くなった。これが新紙幣か。慣れていないので、
この紙がお金として通用するのかどうか不思議な気もする。ためらって以前から使っている
紙幣で支払う。だがいずれ渋沢栄一、津田梅子、北里柴三郎に馴染む。紙幣なんて日頃まとも
に見ていないが、それでも馴染む。 
 紙幣には高度な偽造防止技術が施されているが、普通の人が、このお札、何かおかしい、と
気づくのは、紙幣の顔に違和感を抱くのが端緒だという。肖像画は社会の象徴の一つであると
ともに偽造防止技術であり、日頃意識して見ていないにしても、この紙幣、変、と気づく。 
 そのように気づいていただくよう、紙幣を製造する国立印刷局は優れた描き手と高度な印
刷技術で肖像画を描く。描き手には絵が上手いというだけでなれるものではなく、美術の専門
教育を受けて職員になっても肖像画を担当できないままに終わる者もいると聞く。日頃見て
いないのに、変と気づかせる一本、一本の線の肖像画。 
 しかし紙幣を手にする人々が本当に見ていなければ偽造に気づかない。見ていないようで
見ているから気づく。我々の暮らしの中で、見ていないようで見ている、ということは実は少
なくないように思われる。                        [古谷 雅彦] 
 
 [自閉症研修]   利用者さんのご参加も得て､アセスメントの実践を学ぶ  ～  ９月26日(木)  
 学園内研修において最近特に力を入れている分野の一つが自閉症。昨年に引き続き、厚木
ASD支援センターの坂口泰史氏をお招きし、自閉症e-サービスのアセスメントキットを用い
たアセスメントや評価の方法等について学びました。 
 今回の研修の特徴は、実際に入所の利用者さん２名のご参加のもと、講師によるアセスメン
トキットを用いての実演をリアルに学んだことです。講師の坂口氏がキットを用いて利用者
さんをアセスメントしている様子を拝見し､また､録画した映像によりその場で振り返ること
により､それぞれの利用者さんが、ものごとをどのような観点(※)でどのように程度理解され 
ているのか､このキットを通じて比較的容易に
把握することができることを学びました。 
 ※ 例えば、『絵に描いた｢帽子｣』と、『｢ぼうし｣
という文字』、そして、『言葉で発した｢ボウシ｣』
がその利用者さんにとってすべて紐づいているか、
あるいは、その一部は連動しているか、などを評価
することにより、その利用者さんのストレングスの
把握や特性に応じたコミュニケーション方法を探
ることに役立ちます。  
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古谷雅彦監事から、ご寄稿を賜りました。昨年6月、監事ご就任。財務省ご出身で、ご退官後、
いくつかの会社の顧問や、現役時代からライフワークである沖縄関係のお仕事など、ご多用なな
か、愛の森の監事をお願いしています。｢もちのき｣にも、ほぼ毎号、感想をいただいています。 
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 講師によるキットを用いた
実践を通じ、今までアセスメ
ント出来ていたと思っていた
利用者さんの潜在的な能力や
適応力の高さ、逆にちょっと
苦手なことなども、より分か
りやすく知ることができ、驚
く場面も多くありました。 
 まずは当面､今年度導入のこのアセスメントキットを職員皆が使いこなせるよう、学園をあ
げて取り組んでいきたいと思います。 
 最後に､研修後の質問にも丁寧にご対応いただいた講師の坂口様､多くの職員が見守る緊張
感のなかで協力してくださった２名の利用者さんに､心より御礼申し上げます。 [武田 紘幸] 
 
 [新人さん！ いらっしゃ～い(^^♪]   北田佳奈子支援員(今年４月入職)インタビュー！ 
 ～ 不定期連載の新人紹介コーナー。｢ふれあい寮(女性寮)｣担当のフレッシュな新人をご紹介します！ 
 
������� 短大卒業後は、幼稚園に３年ほどお勤めになってから、愛の森学園に来られたわけですが…。 
������������������ もともと、障害福祉分野にはすごく興味があり、ゼミにも入っていました。一方、卒業時に幼稚園
教諭の免許等がとれるということもあって非常に悩みましたが、進路指導の先生とも相談し、まずは
教員免許を活かせる職場で、社会人生活をスタートすることとなりました。 

 
������� 今回愛の森学園を選ばれたのは､短大時代の当学園での実習経験もあってのことと聞きました…｡ 
������������������ はい。ここでの実習はとても楽しかったです。お手紙をくださった利用者さん､鶴を折ってくださ
った利用者さん､実習日誌に丁寧なコメントを日々記してくださった先輩など､よい思い出ばかりで
す。これらは今も大事にとってあり､転職前に改めて見たうえで､愛の森に行こうと決めました｡ 

 
������� いい話ですね����！ 双方を経験してみてどうですか？ 
������������������ 幼稚園は幼児教育を行うところですが、担当しているのが年少
組だったということもあり、抱っこしてあげたり、お話をしてあ
げたり、という感じのスキンシップなどをしながらの日々でした。
一方、愛の森の方は大人の方々の生活施設ということで、何もか
も全然違うなあ、というのが、最初の印象です。 

  双方に共通しているのは､日々接していると､園児さんにせよ利
用者さんにせよ､非常に愛しい気持ちになるということかな｡ 

 
������� とはいえ、個性あふれる利用者さんが多いので、最初は色々とまどったのではないでしょうか？ 
������������������ 色々いたずらしてくださる(笑)方、ご自身のペースに非常に厳格な自閉症の方、お話好きな方、そ
うでない方、車いすの方やADLが低下しつつある方など、色々な個性‣特徴をお持ちの方々がおられ
るなかで、それぞれの方にあった支援方法を勉強し、一通り身に着けるまでは、正直大変でした。 

  まだまだ先輩のご指導はお願いしないといけませんが、半年経って、私も利用者さんに慣れてきま
したし、利用者さんからもそれなりに馴染んでいただけるようになって、自分なりに、少し気持ちの
余裕をもって支援ができるようになりつつあるかな、と思っています。日々、少しずつでもスキルア
ップしていきたいと思います。 
������� 諸先輩に聞いても、お互いに慣れていくには、いくつかのステップがあるようですので、ひとつひ
とつクリアしていってくださいね！ 最後に、定番の質問ですが、余暇とか気分転換はどうですか？ 
������������������ 最近は、インスタで見つけたよさげなカフェとかを��������で巡るのに、はまっています。 
������� いいですね！ 近場で良いところを見つけたら、利用者さんも連れていってあげてください��������。 
������������������ 喜んで！                                  [國分 隆之]  
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 [学生実習]   盆明けから９月にかけて、２組の学生さんの実習をお受けしました！  
 8月19日(月)から30日(金)まで、そして９月９日(月)から18日(水)まで、小田原短期大学、YMCA
健康福祉専門学校から、計３名の学生さんをお迎えしました。両校とも卒業生の学園への入職
実績があり、ご縁のある学校です。研修を通じての感想などをいただきました。 
������������������ 障害をお持ちの方と接するのは初めてで緊張しましたが、利用者さんの方が実習生に慣れ
ているご様子で、助けられました。また、実習の初日に教えていただいた｢肯定的、具体的な
声掛けや促し｣という点は子どもさんにも通じるので、今後の幼稚園での実習に活かせるか
な、と思いました。 
������������������ 利用者さん一人ひとりの生活にも流れがあ
ることを実感しました。実際の生活に寄り添っ
た実習はよい経験となりました。GHの方がバ
イクの免許を取ったお話には感動しました。 
������������������ 言葉でのコミュニケーションが難しい方に
は身振り手振りで伝えるなど、利用者さんの特
徴‣特性を掴みながら、個性を尊重して支援さ
れている様子を体験できました。 [橋本 恵子] 

 
 [日帰り旅行]   ｢芸術の秋！｣に因み、トリックアートを楽しみました！ ～ ９月19日(木)  
 ９月の日帰り旅行は入所利用者さん10名､ご家族‣職員各５名の総勢20名で熱海方面へ行
ってまいりました。｢芸術の秋！｣ということでトリックアート迷宮館と熱海城が目的地です。 
 ｢トリックアート｣とは､｢専門の画家が描いた平面画を人間の目の錯覚をうまく利用し、あ
たかも平面を立体的に感じてしまう、とっても不思議で楽しめる新しいアート！｣(HP)。 
 目の錯覚を実感したり、作品の前で不思議で面
白い写真を撮ったり、と、色々と楽しみながら、
館内をまわりました。なかには不思議な空間に緊
張して早々にバスへ戻ってしまう方もおられま
したが��������、多くの利用者さんはご家族とともに
楽しい写真をたくさん撮れたようでした��������。 
 次に向かった熱海城では、好天に恵まれ、天守
閣から相模湾を一望！ 
 昼食は熱海後楽園ホテルにて…。宴会場のあま
りの広さに圧倒され部屋の端っこで戸惑ってし
まう利用者さんもおられましたが(笑)、幕の内弁
当と瓶のジュースをみなさん美味しそうに召し
上がっておられました。      [島岡 朱里] 
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 お知らせ  
 
１ 10月19日(土)は、愛の森学園秋のビッグイベント｢森のカーニバル｣です。 
 ～ コロナも落ち着いてまいりました。今年は外部や地域の方も是非、お運びください！ 
 [13:30～15:30] 森のカーニバル(大道芸、オカリナ演奏などのステージや、各種模擬店など) 
 [16:00～17:00] ご家族(入所‣ＧＨ‣通所)と役職員の懇談会(花火までの待ち時間のなかで開催) 
 [17:30～18:00] 後夜祭(園庭での花火ショー) 
 
２ ワクチンの接種につきまして 
 (1) 今年も、嘱託医の大山先生に、季節性インフルエンザの予防接種をお願いしました。関係のご家

族等には、ご案内と申込書を同封しています。 
 (2) 新型コロナウイルス感染症に関するワクチン接種については、入所‣ＧＨ利用者の方を対象に実

施の予定です。追ってご案内させていただきます。 
 
３ 日帰り旅行につきまして ～ 10月は日帰り旅行はありません。 
 (1) 11月に予定している日帰り旅行のうち、通所の利用者さんを対象とした旅行につきましては、年

度当初のご案内では11月14日(木)としておりましたが、事情により11月26日(火)に変更させてい
ただきます。ご承知いただくとともに、ご家族等の皆様におかれましても奮ってご参加ください。 

 (2) なお、グループホームの旅行につきましては、当初のご案内どおり、11月24日(日)となります。 
 ⇒ いずれの旅行も、現在、鋭意企画中です。追って速やかにご案内させていただきます。 
 

 [日誌/令和６年９月]  今月､中止なった日課‣イベント等はありません��������  
２日(月) 遊美術 [写真①] /訪問歯科 / ３日(火) 嘱託医来園 
 / 個別支援計画中間評価会議(通所‣GH) / ４日(水) ふれあい会 
 / ランチ��������������選択メニュー(とりてりやき or ちきんかつ)
５日(木) エアロビ / 七沢森林公園清掃ボランティア 
６日(金) 食生活委員会‣厨房会議 / ７日(土) 食事観察‣医療ケア会議 
９日(月) 訪問歯科 / ９日(月)～18日(水) YMCA学生実習 
10日(火) 七沢森林公園清掃ボランティア / 音楽 
 / 安全点検の日‣リスク人権委員会 / 11日(水) 訪問理美容 
12日(木) 移動販売 / 14日(土) ホリデー日課 [写真②] /  
17日(火) 書道教室 / 七沢森林公園清掃ボランティア 
18日(水) ランチ��������������選択メニュー(さーもんふらい or さけのてりやき) 
 / ジムの日 / 防災訓練(火災総合訓練) / 19日(木) 日帰り旅行 [記事] 
20日(金) 産業医来園 / 25日(水) ジムの日 / オンブズマン相談会 
 / ランチ��������������選択メニュー(とりしおこうじやき or とりてん) / 音楽  
24日(火) 布団交換 / 26日(木) エアロビ / 支援会議(入所) [写真③] 
 / 園内研修 [記事] / 28日(土) 福祉の仕事フェア / 30日(月) 訪問歯科 
 / 30日(月)～10月４日(金) 東海大学医学部生実習  

 

○○ラベル と せん であそぶ！ 

① 

 

  

 

 

 

 

  

  

今月のホリデー日課は,韓国のスイー
ツ｢ホットク｣づくり。様々な具の入っ
たホットケーキのようなお菓子です。 

② 

③ 

自閉症の利用者さんのため、手作りの日課カ
ードをスケジュールに貼って、支援方法の統
一について相談しているところです。 

 

 


